
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8508220005JJ/20090503

( 科目コード：8508220005JJ)

【改訂】第 1 版（2009-03-13）
【科目】[LSI 設計製作 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・5 年次
【担当教員】

田中 紘資

【授業目標・教育方針】
・基礎理論から先端 LSI 技術、更にデジタル民生機器までの関連を習得して、
　学問と産業の関係を理解する。
・システム LSI の開発設計手順と設計工程の作業内容を自力で作成できる。
・大規模 LSI の設計手法を習得して、最新の LSI 自動化設計技術を理解する。

【授業概要】
・システム LSI 開発設計の基礎理論と手法を LSI 開発事例を基に解説する。
・音声録音再生 LSI の開発事例を基に、以下の設計工程内容を学習する。
　①仕様設計（市場、LSI 化要素技術、開発企画）
　②機能設計（アルゴリズム、アーキテクチャ、DSP プログラム）
　③論理設計（論理設計基礎、オーバサンプリング AD ／ DA、DSP 他）
　④テスト設計（テスト回路、テスト用ビットパターン）
　⑤回路設計の基礎（回路シミュレーション、MOS － FET モデル）
　⑥チップパターン設計（レイアウト基礎、メガセル、自動配置配線、マスクデータ）
・LSI 評価技術（試験の種類、試験装置）
・大規模 LSI の設計手法（CAD 導入変遷、動作合成、論理合成、ゲートアレイ、
スタンダードセル、エンベデッドアレイ、コンパイラ設計、シンボリック設計）
・システム LSI の最新動向（設計技術動向、製品開発動向）

【教科書・教材・参考書 等】
・授業内容をプレゼンテーション文書化して、教材として活用する（プリント配布）。
・参考文献：菊地　栄著：「IC,LSI 設計技術の基礎」日本特急印刷（株）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学と液晶プロジェクター

【メッセージ】
半導体の高集積化技術の発展によりシステム LSI は大規模となり、従来の電子機器機能がワンチップ化されるシステ
ム・オン・シリコンに変貌しつつある。今後は、電子機器の開発がシステム LSI 開発と同等となり、機器開発の手法
も変革を遂げようとしている。このような時代背景を認識して、LSI 技術の社会に対するインパクト、学問と産業の
関係を理解する。

【備考】
科目名「LSI 設計製作Ⅱ」の副題「システム LSI 設計基礎」

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：[LSI 設計製作 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 システム LSI の概要 ・システム LSI 変遷
・設計事例（音声録音再生 LSI、話速変換 LSI）
・システム LSI 設計手順（設計階層、開発工程フロー
チャート、設計技術マップ、検証技術マップ）

2 仕様設計 ・市場ニーズ（IC レコーダ、音声録音再生 LSI の市場
予測）
・LSI 化要素技術（デジタル信号処理、音声信号の
データ圧縮）
・LSI 開発企画（開発仕様、コスト見積り、開発工程
見積り）

3 機能設計 ・アルゴリズム（音声符号化・復号化）
・アーキテクチャ（音声録音再生 LSI の DSP アーキテ
クチャ）
・DSP プログラム（開発フロー、DSP アセンブラ、IC
シミュレータ）

4 ～ 6 論理設計 ・基礎理論（真理値表、論理式の簡略化、論理シミュ
レーション）
・オーバサンプリング AD 変換器（⊿∑変調器、デシ
メーションフィルタ）
・オーバサンプリング DA 変換器（インターポレー
ションフィルタ、⊿∑変調器）
・DSP コア（基本原理、仕様、機能ブロック構成）
・メモリコントローラ（状態遷移図、PLA シーケンサ、
外部音声メモリ）
・動作モードコントローラ（状態遷移図、スタンドア
ロン、CPU 制御）
・LSI 統合化設計（LSI 階層システム図、統合化シミュ
レーション）

レポート

7 テスト設計 ・基礎理論（テスト容易化設計）
・テスト仕様、テスト回路、テスト用ビットパターン

8 回路設計 ・基礎理論（回路シミュレーション、MOS － FET モデ
ル）
・基本セルの直流 / 過渡解析
・ADC 用⊿∑変調回路

9 ～ 10 チップパターン設計 ・基礎理論（基本セル、シリコンウエハ加工原理、マ
スク構成、パターンルール）
・メガセル（アナログ回路ブロック、SRAM、ROM、
I/O セル）
・ブロック別自動配置配線設計（スタンダードセル設
計、基本セルパターン）
・チップ全体設計（フロアプラン、ブロック間自動配
置配線、パターン検証）
・マスクデータ設計（パターン変換誤差補正、レチク
ル、スクライブパターン）

11 LSI 評価技術 ・試験の種類（直流、交流、機能）
・試験装置（LSI テスター）

12 ～ 13 大規模 LSI の設計手法 ・システムの大規模化設計（トップダウン設計、動作
合成、
論理合成、自動テストパターン発生）
・パターンの大規模化設計（ゲートアレイ、エンベ
デッドアレイ、
スタンダードセル、ビルディングブロック）
・コンパイラ設計（モジュールゼネレータ、シリコン
アセンブラ他）
・シンボリック設計（シンボリック図、コンパクショ
ン）

レポート

14 ～ 15 システム LSI の最新動向 ・設計技術動向（システムレベル設計、IP ベース設計、
ストラクチャード ASIC）
・製品開発動向（オーディオ用、映像用、通信用、画
像用）
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